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　工場の撤退や宿泊施設の廃業等による産業構造の変化に伴
う人口減少により，給水収益は大幅に落ち込んできた。平成
30年4月1日に水道料金改定（平均改定率5％）を実施したが、
その後も施設の老朽化に伴う維持管理費の増加を賄う程の収
益改善には至っておらず、今後も新型コロナウイルス、自然
災害、人口減少の影響から給水に係る費用を料金収入で賄え
ているかどうかを評価する料金回収率は，さらに低下してい
くことが予想される。
　また，施設の老朽化に伴い，有収率についても低下してい
くことが考えられる。
　そのため，当企業団は，将来にわたって安定的な事業継続
をしていくため，中長期的な視野に立った経営の基本計画で
ある，水道事業経営戦略を平成28年度に策定している。経営
戦略にのっとり，経常経費の削減を行いながら，漏水の多発
する地区や無効水量の多い区域の老朽管等の更新を前倒しで
実施するなど，適切な管路更新を継続して行っていく方針で
ある。また，施設の維持管理費を抑えるため，休止中の施設
については，水需要の動向を見ながら適宜縮小，廃止を計画
的に進めて行く方針である。

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

　経常収支比率は，給水人口の減少に伴う給水収益の低下や
補助金の削減により，今後も低下の傾向が予想される。工場
の撤退や宿泊施設の廃業等により，給水人口の減少や人口密
度の低下が進んでいることから，給水にかかる費用を料金収
入で賄うことが出来ず，千葉県水道事業総合対策補助金や市
町村補助金といった一般会計からの繰出金に依存せざるを得
ない状況にある。このことが，料金回収率の低さの要因と
なっている。
　施設利用率は、平均値より高いものの，有収率は平均値よ
り低く，この事は漏水等の料金収入につながらない水量が多
いことを表している。そこで，当企業団では給水原価を下げ
るため，漏水量が多いと思われる区域を分析し、地区別漏水
量の多い地区を中心に漏水調査の実施と老朽管の更新を優先
して更新する事により、有収率向上を目指し施策を行ってい
る。
　累積欠損金が発生した理由は，水道施設の老朽化に伴う維
持管理費用（修繕費，委託料等）の増加が大きな要因となっ
ている。また，平成30年4月1日に水道料金改定（平均改定率
5％）を実施したが，人口減少及び当初予算策定時には予測で
きなかった新型コロナウイルスの影響により、生活用水使用
量の増加により有収水量全体は微増となったが、収益性の高
い営業用水量が減量した事により、水道料金収入自体は微増
にとどまったため、経常収支比率及び水道料金回収率の改善
には至っていない。なお，累積欠損金比率については，令和2
年度においても純損失が発生したが，実際には，令和3年10月
議会での決算認定後に利益積立金による欠損補填処理を行っ
た。平成30年度に，料金改定を実施し，営業収支等は一時的
に改善したが，新型コロナウイルスによる影響による営業用
水量の減少や継続的な給水人口減少傾向により，水道料金収
入の伸び悩みや減少が続いている状況である一方、水道施設
の維持管理費用は年々増加傾向にある。このように，当企業
団の水道事業を取り巻く状況は，大変厳しい状況であり，よ
り一層の経常費用削減に努める必要があると考えている。

2. 老朽化の状況について

　管路経年化率が，平均値に比べて著しく高いことから，当企業団
における管路老朽化の度合は，非常に高いと考えている。また，有
形固定資産減価償却率についても平均値と比較して高く，かつ，増
加傾向により，管路のみならず，施設等についても老朽化が着実に
進行していると捉えている。これらのことは，有収率向上や施設の
強靭化を踏まえて，更新が急務であると認識している。管路更新率
は令和2年度については、前年度に比べて改善はされているが、引き
つづき財政状況に注視しながら必要な更新事業をできる限り進めて
行く方針である。
　当企業団としては，漏水多発地区や無効水量の多い区域の老朽管
等を優先的に更新しつつ，老朽管更新計画にのっとり，老朽管の更
新を計画的に実施する方針である。人口減少及び新型コロナによる
影響により，更なる水道料金の減収が想定される厳しい財政状況で
あるが，限られた予算及び人員の中で老朽管の更新を効率よく進め
る必要がある。更新計画にある管路を基本ベースとし，管路の重要
度，道路改良工事及び他の占用工事等の状況，漏水多発地区等を総
合的に判断し，より重要度が高く，費用対効果の高い管路から老朽
管更新事業を実施していく方針である。また、浄・配水場施設の統
廃合による管路の変更（新設・廃止）も含め、配水管網の水理解析
による適正管径の採用（増・減口径）など、施設整備計画との整合
を図りながら合理的な配水管網計画を立案し、改良・更新事業を引
き続き実施する。

2. 老朽化の状況
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経営比較分析表（令和2年度決算）
千葉県　三芳水道企業団

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

0.70

0.80

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 0.00 0.49 0.29 0.24 0.59

平均値 0.71 0.75 0.63 0.63 0.60

90.00

95.00

100.00

105.00

110.00

115.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 104.16 99.98 100.91 99.43 98.09

平均値 113.16 112.15 111.44 111.17 110.91

42.00

44.00

46.00

48.00

50.00

52.00

54.00

56.00

58.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 51.34 52.46 53.45 54.42 55.87

平均値 46.88 46.94 47.62 48.55 49.20

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 40.18 40.71 49.78 50.37 53.29

平均値 13.39 14.48 16.27 17.11 18.33

①経常収支比率(％)

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

2.50

3.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 0.00 0.02 0.00 0.82 2.83

平均値 0.68 1.00 1.03 0.78 0.92

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

300.00

350.00

400.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 246.12 245.87 216.59 188.51 200.78

平均値 357.82 355.50 349.83 360.86 350.79

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

300.00

350.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 265.01 261.51 240.13 233.83 220.44

平均値 307.46 312.58 314.87 309.28 322.92

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 72.33 71.49 73.09 71.53 70.32

平均値 106.01 104.57 103.54 103.32 100.85

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

300.00

350.00

400.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 321.37 324.54 330.97 341.82 344.67

平均値 162.24 165.47 167.46 168.56 167.10

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

80.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 72.94 72.43 70.57 74.58 75.88

平均値 59.11 59.74 59.46 59.51 59.91

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

80.00

90.00

100.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 74.52 74.02 75.62 72.96 72.82

平均値 87.91 87.28 87.41 87.08 87.26
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